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地
域
住
民
の
足
と
し
て

欠
か
せ
な
い
存
在

福祉バスから市営バスへ
花泉地域で３月12日から

福祉バスに代わって、市営バスが運行されています。

市営バスは15路線を週２日、２便ずつ運行。

新しい市民の足として活躍しています。
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1）花泉支所前で３月12日行われた

出発式後、第１号の市営バスが出発

2）商店街を走る低床バス。鮮やか

なボディーカラーが印象的だ

3）花泉地域公共交通検討会の様

子。検討委員21人が12回もの会議

を開き、市営バスの運行に向けて検

討を重ねた

4）出発式であいさつする勝部修市

長。「懇談会やワークショップに参

加してくださった皆さんに感謝す

る。地域は人口減少や高齢化が進

んでいる。福祉バスから市営バスに

切り替わったが、これに満足するこ

となく、継続して地域の実情を踏ま

えた地域に必要とされる形に見直

していくことが大事」と述べた。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
略
称「
コ

ミ
バ
ス
」）
は
、
自
治
体
な
ど
が

住
民
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た

め
に
運
行
す
る
バ
ス
で
す
。

　

市
街
地
や
中
山
間
地
な
ど
の
交

通
空
白
地
帯
で
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
り
、
主
要
施
設
や

観
光
拠
点
な
ど
を
循
環
し
た
り
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
行
形
態

が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
の
乗
合
バ
ス
と
の
大
き
な

違
い
は
、
住
民
の
交
通
の
利
便
性

向
上
を
目
的
と
す
る「
地
域
住
民

の
足
」
で
あ
る
こ
と
。
子
供
、
高

齢
者
や
身
体
障
害
者
な
ど
、
自
分

で
車
な
ど
を
運
転
で
き
な
い
人
た

ち
が
商
店
街
、
医
療
機
関
や
公
共

施
設
な
ど
に
行
く
た
め
の
大
切
な

交
通
手
段
で
す
。

今
な
ぜ
、
コ
ミ
バ
ス
が

必
要
な
の
か
？

　

市
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
）

は
平
成
22
年
国
勢
調
査
で
30
・

３
％
。
超
高
齢
社
会
（
高
齢
化
率

24
％
以
上
）に
突
入
し
て
い
ま
す
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
に
よ
る
と
32
年
に
は
35
・
８
％

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
面
積
は
１
２
５
６
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。
東
西
63
キ
ロ
、
南

北
46
キ
ロ
と
い
う
広
大
な
市
域
に

は
、
駅
や
バ
ス
停
か
ら
遠
い
地
域

も
多
く
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者

が
移
動
す
る
に
は
大
変
な
状
況
で

す
。
こ
の「
移
動
し
に
く
さ
」
が

原
因
で
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
日
常
的
に
人
や
社

会
と
関
わ
る
こ
と
で
、
充
実
し
た

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
社
会
を「
幸
齢
社
会
」
に
す

る
た
め
に
も
、
移
動
手
段
の
確
保

は
重
要
で
す
。

　

通
院
、
買
い
物
や
用
足
し
に
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
コ
ミ
バ
ス
は

シ
ル
バ
ー
世
代
の
公
共
の
足
。
年

を
取
っ
て
も
元
気
に
街
へ
繰
り
出

せ
る
高
齢
者
に
や
さ
し
い
社
会
の

実
現
に
向
け
、
コ
ミ
バ
ス
が
大
き

く
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

始
ま
り
は
福
祉
バ
ス

　

花
泉
地
域
で
は
、
旧
花
泉
町
時

代
の
昭
和
54
年
４
月
１
日
か
ら

「
福
祉
バ
ス
」
を
運
行
し
て
き
ま

し
た
。

　

福
祉
バ
ス
は
、
町
内
の
医
療
機

関
へ
通
院
す
る
人
の「
通
院
専
用

バ
ス
」
で
、
当
初
は
１
日
２
路
線
、

週
３
日
の
運
行
で
し
た
。
そ
の

後
、
も
っ
と
多
く
の
通
院
に
利
用

し
て
も
ら
お
う
と
１
日
２
路
線
、

週
５
日（
月
〜
金
曜
日
）で
10
コ
ー

ス
を
運
行
、
花
泉
地
域
の
ほ
ぼ
全

域
を
カ
バ
ー
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
車
両
は
国
の
制
度
を

活
用
し
て「
へ
き
地
の
患
者
輸
送

の
た
め
」
に
整
備
さ
れ
た
も
の
。

利
用
で
き
る
の
は
、
医
療
機
関
か

ら
お
お
む
ね
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
、
も
し
く
は
交
通
機
関
を
利
用

し
て
15
分
以
上
離
れ
た
地
域
の
住

民
に
限
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
バ
ス
運
行
か
ら

見
え
た
も
の

　

福
祉
バ
ス
の
運
行
で
、
前
述
の

条
件
を
満
た
す
住
民
は
、「
通
院

の
足
」
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
条
件
を
満
た
せ
な
い

人
は
、
福
祉
バ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
通
院
が
不

便
だ
っ
た
り
、
買
い
物
に
出
掛
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま

し
た
。
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い

高
齢
者
や
子
供
な
ど
、
交
通
弱
者

へ
の
対
応
が
課
題
と
し
て
急
浮
上

し
た
の
で
す
。

　

平
成
21
年
４
月
、
花
泉
地
域
の

全
住
民
を
対
象
に
、
公
共
交
通
の

あ
り
方
を
考
え
る「
地
域
懇
談
会
」

が
開
か
れ
、
同
年
７
月
に
は
、
市

民
と
市
職
員
が
協
働
で「
花
泉
地

域
公
共
交
通
検
討
会
」
を
設
置
、

23
年
４
月
ま
で
に
12
回
も
の
会
議

が
開
か
れ
、
バ
ス
ル
ー
ト
や
バ
ス

停
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
永
井
、
涌
津
、
油
島
、

花
泉
、
老
松
、
日
形
、
金
沢
の
７

地
区
で「
地
域
懇
談
会
」
が
開
か

れ
る
な
ど
、
地
域
を
挙
げ
て
花
泉

の
公
共
交
通
を
考
え
ま
し
た
。

　

当
時
の
検
討
委
員
で
花
泉
支
所

地
域
振
興
課
の
篠し

の

光み
つ
あ
き昭
地
域
協
働

係
長
は「
通
院
に
限
定
さ
れ
た
福

祉
バ
ス
で
は
な
く
、
誰
も
が
利
用

で
き
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
花
泉
地
域
は
全
て

の
住
民
が
利
用
で
き
る
コ
ミ
バ
ス

「
市
営
バ
ス
」
の
運
行
に
向
け
、
走

り
出
し
ま
し
た
。多くの皆さんに気軽に、安心して利用してほし

いです。まだ利用したことのない人は、ぜひ、一

度利用してください。市営バスの中では出会い

があり、会話が生まれます。みんなで街に出掛

けて、心と体をリフレッシュしてください。人も

街もますます元気になってほしいです。

花泉支所地域振興課 篠光昭地域協働係長

笑顔あふれる市営バス、皆さん利用してください

Shino Mitsuaki


